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研究報告

実習グループメンバーの相互理解の深化を目指したカンファレンス方法の検討

― 構造化連想法を用いた事例を振返る ―

富山　美佳子　　宮武　陽子
足利大学 看護学部

要旨

【目的】構造化連想法を活用したカンファレンスの過程及び後の感想を検討するこ
とで，学生に与えた効果を検証し，効果的なカンファレンスの方法の開発への示
唆を得る。

【方法】各論実習の開始当初の 2 グループを対象とした。カンファレンスは逐語記
録し，記録をもとに個人の変化と連想の連動性を検討した。カンファレンスの感
想を実習終了直後と，半年経過後に収集しテキストデータとし分類し検討した。

【結果】カンファレンスの経過では，グループ A・B 共に当初表出されたネガティ
ブな感情が，決意や意欲へと変化した。感想の分析では終了直後 47 コード 4 カテ
ゴリを得た。半年後の感想の分析では 22 コード 4 カテゴリを得た。

【結論】1. 連動や共感の効果で決意や意欲を得る効果が示唆された。
2. グループアプローチに特有な要因と共に SAT グループ特有の連想の連動による
気付きによる効果があることが示唆された。
3. 協働の学びを得る可能性が示唆された。

キーワード：実習，カンファレンス，SAT 技法，相互理解
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Ⅰ．はじめに
看護専門職を目指し学ぶ学生にとって臨地実

習は，「看護実践能力の育成のために，既修内
容の適用，統合，応用・発達と，その場におけ
る新たな学修内容の追加・気づきにかかわる教
授-学修過程」1）と位置付けられ，重要な学び
の場である。文部科学省の看護学教育の在り方
に関する検討会報告書 2）でも，「臨地実習では
知識のみならず，看護師としての援助的人間関
係を形成する能力や専門職者としての役割や責
務を果たすための能力が，体験的に看護サービ
スを受ける対象者と相対し，緊張しながら学生
自らの看護行為を行うという過程で育まれる」
とされている。そして，昨今の生まれながらに
インターネットや携帯電話がある環境で育った
デジタルネイティブな現代の若者について市川
は3），機械やメディアとの親和性は非常に高い
のに，目の前にいる生身の人間とはうまく距離
がとれず，生身の対人関係で傷つくことを怖が
り，傷つかないためには深く関わらない，コミッ
トしない関わりを形成する傾向がある。そして
他人と濃密な関係を作らないことが傷つかない
ための秘訣と考えており，かつて｢やさしさ」は，
他人の内面にまで入り込んで他人と深く共感し
あうことであったが，今では他人と深く関わら
ないことが新しい「やさしさ」であるとさえ感
じるものもあるといっている。また，他人と敵
対関係になることを避けようとする傾向があ
り，「○○的な」「○○な感じ」あいまい語を使
い断定を避け，常に相手の確認を求める，語尾
を上げる「半疑問形」表現を用いるのも同様の
意味であるとしている。

少なからず，そのような傾向の若者文化があ
るとするならば，現代の看護学生が各論実習で
新たに編成されたグループのメンバーととも
に，援助的人間関係を形成する能力や専門職者
としての役割や責務を果たすための能力を一年
にわたり学び続けることに厳しさを感じること
は想像に難くないことであると考える。

大村ら 4）の看護学生の抱える実習における
困難・不安・ストレスに関する研究動向の文献
研究の結果，研究領域として最も多かったのは，

実習領域を限定せず全般とした研究であった。
そして，領域別の比較では精神看護学が最も多
い結果であった。そのことからも精神看護学領
域は，実習学生の抱える困難・不安・ストレス
に対し関心の高い領域である一方，これまでの
研究は実習における学生のストレスに対しての
調査が主であり，教育的支援方法の具体的な研
究はなされていない。そこで，学生が能動的に
学修するための具体的支援方法に焦点をあて検
討していく必要があると考えている。本研究で
の事例は各論実習開始から間もない時期の2グ
ループで，それぞれメンバー間の相互理解の不
足が実習活動に影響を及ぼしていた。メンバー
の学生はそれぞれが，助け合い支えあって実習
を進めたい気持ちはあるが，具体的な解決に向
かえていない状況にあった。相互理解が不足と
いうことはすなわち，お互いの特性の理解も不
足しており，何をどう協力して良いか分からず
相互に支援する関係の成立が困難な状況にある
と考えられた。

構造化連想法（Structured Association 
Technique : 以下SATと表記する）のグルー
プカウンセリングの特性は，「心理的な安全感
があり，メンバーの視点からさまざまな意見を
聞くことにより，気付きが深まり，またグルー
プの一体感が得られ楽しく癒され，エンパワー

（力づけ）される」5）とされている。SATは行動
科学に基づく自己決定を支えるカウンセリング
テクニックとして知られている技法である。
2019年12月医中誌Webでの検索結果では，
キーワード “ SAT カウンセリング” にて過去
20年間で45件の研究が検出されたが，その研
究内容は患者教育への活用や患者の自己決定の
支援への関わりであり，グループへの活用やカ
ンファレンスへの導入の研究はなされていな
い。そこで本研究ではSATの技法を用いたカ
ンファレンスを実施し，実習グループメンバー
の相互理解が深まることにより，学生が能動的
に学修するための具体的なカンファレンス支援
方法となるのではないかと考え実践の検証を
行った。
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Ⅱ．目的
SATを導入したカンファレンスの過程を検

討し，学生に与える効果を明らかにすることで
ある。またカンファレンス実施後の感想を経時
追跡し検討することで，実習グループのメン
バー関係や実習の進行に及ぼす影響を検討する
ことにより，効果的なカンファレンスの方法の
開発への示唆を得ることが目的である。

Ⅲ．方法
１．対象者：看護大学の3年生，5月から開始
した精神看護学実習の1・2クール目グループ
の6人グループの12名であり，対象理解の技
法としてSATを活用したカンファレンスを提
示したところ，実施を試みたいと申し出のあっ
たグループを対象とした。

２．期間：X年5月～ 11月。

３．カンファレンスの方法：学内実習日を活用
し60分で実施し，SATグループカウンセリン
グの技法と手順6）（以下：SAT技法と表記する）
を参考に実施した。
１） アイスブレーキングと今回のカンファレン
スの進め方「今ここでのルール」について，：
①教員はファシリテーターの役割を担う。②他
者の発言について，評価や分析をすることはし
ないようこころがける。③発言者の話しの意味
がわからない，もっと知りたい場合は，より詳
しく説明してもらうよう依頼する。④カンファ
レンスでの発言された個人的なことはお互いの
倫理観に基づき公表は避ける。⑤思いついたこ
とを話しても良いし，話さない自由も尊重され
る。⑥気がかりなことが起きてきた場合はその
都度決めつつ進む。以上を学生と共に決め確認
をした。
２）カンファレンス進行の手順：語りだしは主
体的に一人が話し出し，以降は時計回りに「①
実習の自分自身の課題について」をテーマに語
り「②感情の連想法」を一巡する。次に語りだ
しの者に戻り ｢③自己イメージの連想｣ とその
説明を一巡する。その次に語りだしの者に戻り

メンバーから，①～③を共感的に繰り返しても
らい，共感してもらえたと感じたところで，「④
今の気持ち｣ ｢⑤今後の自己決定｣ をする。そ
して，メンバーからランダムに（聴いていて感
じたこと思ったこと）「⑤ʼグループメンバーか
らの言葉」を掛ける。この各々の言葉掛けが
SAT技法での自己決定を支援する言葉に対照
し，グループフィードバックとした。

４．データ収集方法：
１）カンファレンスは逐語記録した。当該学生
に記録内容の確認を依頼し，修正を得て加筆し
たものをカンファレンスの経過記録とした。
２）カンファレンスの感想は ｢自由に感想を記
載して欲しい｣ と依頼し実習終了直後と，カン
ファレンスから半年経過後の2回収集した。無
記名，自由記載で回収箱への投函にて収集した
ものをテキストデータとした。

５．分析方法：
１）カンファレンス経過は，個人の変化と連想
の連動性の変化を検討した。連想の連動性は，
研究者と共に対象関係論に精通した2名の臨床
心理師の助言を得て，検討した。
２）カンファレンスの感想はそのままテキスト
データとして入力後，研究者を含む看護教育5
年以上の経験を有する者3名で意味内容毎に区
切り（コード）とし，コードの関連性を考慮し

〔カテゴリ〕に分類し，カテゴリを示すネーミン
グをし（コード）の数ととともに示し検討した。

Ⅳ．倫理的配慮
学生はSATを対象理解の技法として1年生時

に既習しており，技術の活用としてメンバーに
提示し，実施の意思を得たグループにカンファ
レンスを実施した。また，カンファレンス経過
記録および以降自由意志にて提出されるカン
ファレンスの感想を研究データとして活用する
ことについて，効果検討の研究目的と記録物の
匿名性を保持すること，許諾の如何によって評
価やいかなる不利益も無いことを充分口頭と書
面で説明し，自由意志による許諾を得た。カン
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ている社会的発明であり，おそらく最も将来性
のある発明であろうといっている。SAT5）では
グループであることの効果の一つとして，自分
以外のメンバーの発言を聴く時間は別な人が話
していることによる心理的な安全感が確保され，
発想や連想が促されると共に，共感や同感が起
こり安心して率直に意見が言えるとしている。

１．カンファレンスの経過の検討：
カンファレンスの始めにアイスブレーキング

と共に，今回のカンファレンスの進め方につい
て「今ここでのルール」を学生と共に決め確認
したことは，この場での安心感の確保につなが
りSATグループの効果を一層高めることにな
り得たと考える。
１）カンファレンスの経過として，グループ
A（表1）で当初全ての学生から表出された，「不
安」や「焦り」または「怖い」といった感情は，
SATの「基本感情と感情の定義」8）に対照する
と，全て基本感情は ｢不安｣ であり，思いや期
待したものに見通しが付かない場合の感情と定
義される。各々に「実習を成し遂げたい期待」
が意識化にあり，そこへ到達する方略の見通し
が，得られていない状況であると推察される。
｢③自己イメージの連想｣ で，現在のネガティ
ブな自己が連想されたことは，そこから自身に
内在する「実習を成し遂げたい期待」の方向に
向けての成長や変化を目指し，成長前の自己嫌
悪といえるのではないかと考える。そしてA-1
が，【引きこもっている】自己がこれまで，「怖
いから外に出なければいいと思って」きていた
のが，｢④今の気持ち｣ で「どうしたら変われ
るのかな」と…考え，｢⑤今後の自己決定｣ で「人
の悪口をいう」と自己決定をした。一見何のこ
とだかわかり難いが，話し出しからを振返ると
A-1は「不安で自信がなくて，早口で声が小さ
くなってしまい，そのたびに相手に聞き返させ
ていることを，申し訳ないと思っていた学生で，
いろいろ考えていて，心に余裕が持てなくて，
焦りがあり，こういう考えなのかも知れないと，
自身の考えがあっても，間違っていることが不
安で『え～それ違くない～って言われるのが』

ファレンスの感想の回収には鍵のかかる回収箱
を活用した。また足利大学の倫理審査による承
認（足利大倫委 第51号）を得て実施した。

Ⅴ．結果
１．カンファレンスの経過：

グループA（表1）は，「①実習の自分自身
の課題について」「②感情の連想法」で全ての
学生が不安や焦りまたは怖いといったネガティ
ブな感情を表出していた。｢③自己イメージの
連想｣ でもネガティブな感情が継続していた。
しかし，｢④今の気持ち｣ ｢⑤今後の自己決定｣
をし，「⑤ʼグループメンバーからの言葉」を得
た段階で決意や意欲を得る変化があった。

グループB（表2）は「①実習の自分自身の
課題について」「②感情の連想法」で不安と共
に期待を感じるものと，嬉しさといったポジ
ティブな感情を持つものが半々であった。しか
し ｢③自己イメージの連想｣ では全員からネガ
ティブな感情の表出があった。そして，｢④今
の気持ち｣｢⑤今後の自己決定｣をし，「⑤´グルー
プメンバーからの言葉」を得て，それぞれ意欲
的に実習に臨む発言があった。

２．感想の分析：
実習終了直後の感想回収は92％であり，46

コードを抽出し，抽出数の多いものから〔グルー
プ相互の理解の深化（16）〕〔連想の効果によ
る自己理解の深まり（13）〕〔凝集性と相互支
援性の高まり（13）〕〔自己理解（4）〕4つのカ
テゴリを得た（表3）。半年後の感想の回収は
58％であり，22コードを抽出し，同じく抽出
数の多いものから〔チームとしての協力（11）〕

〔相互理解（6）〕〔同感や共感（4）〕〔自己検討（1）〕
4つのカテゴリを得た（表4）。

Ⅵ．考察
以前より「グループ･カウンセリング｣｢グルー

プ･ガイダンス｣ ｢グループ･ワーク｣ と集団ア
プローチは効果的であると注目を集め，来談者
中心療法で有名なC.ロジャース7）はグループ･
アプローチについて，今世紀最も急速に拡大し



富山ほか：実習グループメンバーの相互理解の深化を目指したカンファレンス方法の検討　―構造化連想法を用いた事例を振返る―

― 83 ―

表
1　
グ
ル
ー
プ
A
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
経
過

①
自

身
の

課
題

　
②
太
字

=
感

情
（

背
後

の
期

待
）

③
【

自
己

イメ
ー

ジ
連

想
】

と
そ

の
説

明
④

今
の

気
持

ち
⑤

今
後

の
自

己
決

定
⑤

’グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

か
ら

の
言

葉

A-
1

自
分

　
不

安
　

自
信

が
な

い
，

早
口

で
声

が
小

さ
く

な
る

申
し
訳
な
い

（
そ

の
た

び
に

相
手

に
聞

き
返

さ
せ

て
い

る
）

い
ろ

い
ろ

考
え

て
い

る
　
焦
り

（
心

に
余

裕
が

持
て

な
い

）
こ

う
い

う
考

え
な

ん
で

す
　

か
も

知
れ

な
い

と
思

っ
て

も
　

間
違

っ
て

い
る

か
も

　
言

え
な

い
　
怖
い
･不
安

（
え

～
そ

れ
違

く
な

い
～

っ
て

言
わ

れ
る

の
が

）

【
引

き
こ

も
っ

て
い

る
】

怖
い

か
ら

外
に

出
な

け
れ

ば
い

い
と

思
っ

て
ど

う
し

た
ら

変
わ

れ
る

の
か

な
人

の
悪

口
を

い
う

い
い

よ
ね

ブ
ラ

ッ
ク

に
な

る
ブ

ラ
ッ

ク
に

な
っ

て
も

か
わ

い
い

か
も

A-
2

聞
か

れ
た

こ
と

に
ち

ゃ
ん

と
答

え
ら

れ
て

い
な

い
的

外
れ

な
こ

と
を

言
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
不
安

（
適

切
に

応
答

で
き

る
よ

う
で

い
た

い
）

【
ビ

ビ
リ

】
違

う
っ

て
言

わ
れ

る
こ

と
に

　
バ

カ
だ

な
と

思
わ

れ
る

こ
と

に
　

使
わ

れ
な

い
と

怖
が

っ
て

い
る

頑
張

る
し

か
な

い
知

識
を

増
や

す
自

分
を

崖
か

ら
落

と
す

背
水

の
陣

じ
ゃ

な
い

と
で

き
な

い

崖
か

ら
落

ち
た

ら
死

ん
じ

ゃ
う

よ
～

飛
び

降
り

る
覚

悟
で

，
み

ん
な

で
飛

べ
ば

怖
く

な
い

A-
3

間
違

っ
て

い
な

い
の

か
不
安

　
意

思
決

定
力

が
弱

く
て

上
手

く
い

か
な

い
，

患
者

に
ち

ゃ
ん

と
説

明
で

き
な

い
（

は
っ

き
り

し
た

い
）

患
者

に
任

せ
る

よ
う

に
　
私
の
独
り
よ
が
り
に
な
り
た
く
な
い

　（
患

者
と

一
緒

に
考

え
て

ベ
ス

ト
ア

ン
サ

ー
を

出
し

た
い

）
知

識
は

あ
っ

て
い

る
の

か
不
安

（
も

う
少

し
ち

ゃ
ん

と
し

た
ほ

う
が

い
い

の
に

）

【
サ

ボ
っ

て
い

る
･努

力
し

な
い

】
何

で
変

わ
れ

な
い

ん
だ

ろ
う

・
・

・
何

で
努

力
し

な
い

ん
だ

ろ
う

･･
･面

倒
臭

い
か

ら
今

や
ら

な
く

て
も

何
と

か
な

る
っ

て
思

っ
て

る
？

い
ま

さ
ら

変
わ

れ
る

の
か

な

頼
っ

て
み

よ
う

か
な

ー
み

ん
な

に
迷

惑
に

な
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
ー

お
ん

ぶ
に

抱
っ

こ
し

て
い

こ
う

か
な

頼
ら

れ
る

よ
危

な
っ

か
し

い
け

ど
み

ん
な

一
緒

だ
よ

ね

A-
4

自
信

な
く

っ
て

　
怖
い

　
技

術
応

用
が

き
か

な
い

　
積

極
的

に
関

わ
っ

て
行

き
た

い
　

安
全

に
で

き
る

か
傷

つ
け

ち
ゃ

っ
た

　
さ

け
た

い
（

自
信

も
っ

て
や

り
た

い
の

に
・

ど
う

し
よ

～
）

怖
く

な
る

友
達

に
ふ

と
言

っ
た

こ
と

で
，

相
手

に
（

取
り

違
わ

れ
て

）　
シ

ョ
ッ

ク
宿

題
忘

れ
る

の
も

，
人

に
嫌

な
思

い
さ

せ
る

か
も

（
嫌

な
人

と
思

わ
れ

る
）

の
が
怖
い

【
怖

が
り

】
い

ろ
ん

な
こ

と
を

恐
れ

て
い

る
怒

ら
れ

る
の

も
嫌

失
敗

す
る

の
も

嫌
変

わ
り

た
い

け
ど

ど
う

や
っ

た
ら

？！
割

り
切

っ
て

飛
び

降
り

よ
う

か
な

～ 怒
ら

れ
た

ら
泣

い
ち

ゃ
う

か
も

飛
ぼ

う
，

飛
ぼ

う
泣

い
ち

ゃ
っ

て
い

い
よ

A-
5

萎
縮

し
ち

ゃ
う

　
足

り
て

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

　
こ

れ
で

（
合

っ
て

い
る

）
の

か
怖
く

な
る

「
こ

い
つ

何
？

」
相

手
に

認
め

ら
れ

な
い

　
い

ら
な

い
っ

て
言

わ
れ

る
今

は
よ

く
て

も
，（

い
つ

掌
を

返
さ

れ
る

ん
だ

ろ
う

）　
不
安

　
目

上
の

人
･大

人
か

ら
怒

ら
れ

る
い

つ
（

信
頼

が
）

な
く

な
っ

ち
ゃ

う
ん

だ
ろ

う
　

家
に

帰
っ

て
ひ

と
り

に
な

る
と

そ
ん

な
こ

と
考

え
て

泣
き

た
く

な
る

【
大

丈
夫

か
な

～
】

や
ば

そ
う

だ
な

～
大

丈
夫

か
私

？！
わ

か
ん

な
い

こ
と

は
わ

か
ん

な
い

っ
て

素
直

に
な

る
み

ん
な

そ
う

だ
か

ら
さ

同
じ

と
思

う

A-
6

記
憶

力
が

な
く

て
　

メ
モ

を
取

る
ん

だ
け

ど
　

大
事

な
こ

と
と

か
を

忘
れ

ち
ゃ

う
　
不
安

　（
し

っ
か

り
し

た
い

）
【

付
い

て
い

け
て

な
い

】
自

信
な

い
自

分
の

こ
と

を
理

解
し

て
い

き
た

い
相

談
す

る
ん

で
乗

っ
て

く
だ

さ
い

大
丈

夫
み々

ん
な

で
行

こ
う

表
2　
グ
ル
ー
プ
B
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
経
過

①
自

身
の

課
題

　
②
太
字

=
感

情
（

背
後

の
期

待
）

③
【

自
己

イメ
ー

ジ
連

想
】

と
そ

の
説

明
④

今
の

気
持

ち
⑤

今
後

の
自

己
決

定
⑤

’グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

か
ら

の
言

葉

 B
-1

精
神

ど
う

い
う

PT
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
取

れ
る

の
？

最
初

不
安

だ
っ

た
受

持
ち

以
外

の
患

者
さ

ん
か

ら
話

し
か

け
て

も
ら

え
て

い
る

，
ほ
っ
と
し
て
い
る

（
い

ろ
ん

な
人

に
声

を
か

け
て

も
ら

え
て

い
る

）
嬉
し
い

日
常

の
活

動
性

が
低

下
し

て
い

る
患

者
な

の
で

，
介

入
を

考
え

て
い

る
。

水
分

摂
取

少
な

い
の

で
便

秘
に

も
な

る
の

か
？

お
腹

の
事

も
考

え
て

い
る

（
完

成
し

た
ら

，
患

者
さ

ん
が

自
分

で
積

極
的

に
や

っ
て

も
ら

え
る

？
）

期
待
と
不
安

【
で

き
て

な
い

訳
で

は
な

い
】

患
者

と
の

関
係

は
日

を
追

う
ご

と
に

深
ま

っ
て

い
る

け
ど

も
っ

と
患

者
の

た
め

に
で

き
る

こ
と

が
あ

る
ん

じ
ゃ

な
い

の
か

な
深

い
こ

と
を

聴
い

て
い

い
の

か
わ

か
ら

な
く

て

も
っ

と
深

く
相

談
を

す
る

す
ご

い！

B-
2

授
業

で
見

た
映

像
の

よ
う

な
人

い
る

の
か

な
？

雰
囲

気
は

家
の

中
の

よ
う

で
明

る
い

人
が

多
い

。
不

安
あ

ま
り

な
い

。
イ

メ
ー

ジ
変

わ
っ

た
か

な
。

特
別

な
場

所
も

あ
る

け
ど

，
他

と
違

う
イ

メ
ー

ジ
は

な
く

な
っ

た
。

受
持

ち
患

者
さ

ん
と

も
和

や
か

普
通

の
人

と
同

じ
く

ら
い

に
話

せ
た

（
患

者
さ

ん
と

と
う

ま
く

や
っ

て
い

き
た

い
）
安
心

自
分

も
気

が
沈

ん
じ

ゃ
っ

た
ら

い
や

だ
な

ー
（

病
棟

で
仲

良
く

実
習

で
き

る
）
期
待
・
安
心

【
狭

い
】

な
ん

か
小

さ
く

ま
と

ま
っ

ち
ゃ

い
そ

う
な

か
ん

じ
，

皆
い

ろ
い

ろ
あ

っ
て

頑
張

っ
て

い
る

の
に

，
私

は
そ

う
で

も
な

い

受
持

ち
の

患
者

し
か

見
て

い
な

い
情

け
な

い
メ

ン
バ

ー
の

PT
に

つ
い

て
ア

ド
バ

イ
ス

が
言

え
る

よ
う

に
学

習
す

る
頼

り
に

し
ち

ゃ
お

っ
か

な
～

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

B-
3

病
態

が
不

安
定

，
う

つ
だ

と
｢死

に
た

い
｣

と
き

こ
え

る
っ

て
言

っ
て

い
て

，
躁

に
も

な
る

。
｢こ

ん
な

に
元

気
だ

か
ら

退
院

で
き

な
い

｣
と

な
る

ら
し

い
。

近
く

退
院

予
定

，
穏

や
か

に
，

静
か

に
，

促
す

。
精

神
科

の
イメ

ー
ジ

変
わ

っ
た

。
驚
い
た

（
こ

の
雰

囲
気

に
そ

ぐ
わ

な
い

，
ど

う
し

て
い

い
の

か
わ

か
ら

な
い

）（
で

き
て

い
る

と
き

も
あ

る
，

こ
の

人
の

た
め

の
援

助
が

見
つ

け
ら

れ
る

だ
ろ

う
か

）
不
安

【
何

し
て

い
る

ん
だ

ろ
】

泣
く

よ
り

笑
っ

て
い

た
ほ

う
が

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
の

か
と

思
っ

て
い

て
，

言
葉

に
す

る
の

と
か

援
助

の
方

法
，

遠
ま

わ
し

に
し

て
い

て
，

大
切

な
こ

と
を

考
え

ら
れ

て
い

な
い

　
振

り
回

さ
れ

て
い

る
？

し
っ

か
り

し
て

い
な

い
自

分
は

，
本

当
の

意
味

で
は

役
に

立
て

て
い

な
い

情
け

な
い

患
者

が
主

導
権

握
っ

て
い

る
の

は
悪

く
な

い
の

か
も

し
れ

な
い

け
ど

，
退

院
後

の
話

し
も

考
え

て
，

現
実

的
に

話
を

す
る

嫌
な

顔
さ

れ
た

ら
言

い
難

い
よ

ね
　

泣
く

よ
り

笑
っ

て
い

て
欲

し
い

っ
て

，
自

分
の

問
題

な
ん

だ
ね

な
ん

か
わ

か
っ

た

B-
4

統
合

失
調

症
の

陰
性

症
状

の
方

を
担

当
。

人
を

拒
ん

で
い

る
イ

メ
ー

ジ
，

話
は

し
て

く
れ

る
け

れ
ど

，
意

欲
の

低
下

が
あ

る
。

何
を

す
る

に
も

拒
む

。
言

葉
で

交
わ

し
て

い
け

る
か

な
，

身
体

症
状

が
あ

る
と

い
わ

れ
る

と
，

だ
る

く
て

で
き

な
い

と
か

，
関

わ
れ

な
く

な
る

。（
サ

ポ
ー

ト
し

た
い

の
に

で
き

て
い

な
い

ふ
が

い
な

さ
）
不
安

（
で

き
て

な
い

な
ー

）
自
己
嫌
悪

【
マ

イ
ナ

ス
に

考
え

て
い

る
】

目
標

小
さ

く
て

，
で

も
そ

の
人

に
は

大
き

な
目

標
に

な
っ

て
い

る
自

分
も

楽
し

く
な

か
っ

た
患

者
が

楽
し

く
，

そ
こ

に
向

か
え

る
援

助
，

で
き

な
い

こ
と

ば
か

り
見

て
い

た
け

ど
，

で
き

る
こ

と
ば

か
り

見
て

み
る

前
向

き
～

B-
5

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
距

離
感

と
か

考
え

る
。

排
泄

や
飲

水
に

関
し

て
の

こ
だ

わ
り

が
あ

り
，

作
業

リ
ハ

ビ
リ

の
疲

れ
や

す
さ

も
あ

る
。

聴
く

こ
と

に
よ

っ
て

不
安

の
軽

減
に

な
る

の
だ

ろ
う

か
？

ど
う

し
て

い
い

の
か

わ
か

ら
な

な
る

。
病

状
の

た
め

な
の

か
，

泣
い

ち
ゃ

う
。

近
く

に
い

る
と

目
が

合
う

，
目

が
合

う
と

私
が

そ
ば

に
行

き
た

く
な

る
の

だ
と

思
う

。
私

に
も

依
存

が
あ

る
ん

だ
と

言
わ

れ
て

，
そ

う
な

の
か

・
・

・
と

思
っ

た
。

指
導

も
，

距
離

を
と

る
の

も
看

護
と

言
わ

れ
て

，（
こ

れ
で

い
い

ん
だ

ろ
う

か
）
不
安

【
自

分
勝

手
】

患
者

に
同

病
の

の
お

ば
を

転
移

し
て

い
る

。
か

わ
い

そ
う

だ
か

ら
を

自
分

勝
手

に
押

し
付

け
て

い
た

自
己

満
足

し
っ

か
り

と
よ

り
そ

う
，

患
者

の
こ

と
を

解
る

よ
う

に
す

る
楽

し
み

だ
よ

ね

B-
6

こ
の

人
は

ど
れ

だ
け

辛
い

思
い

を
し

て
き

た
の

だ
ろ

う
と

思
う

。
質

問
し

た
こ

と
に

う
な

づ
く

，
感

情
を

出
し

て
くる

表
情

が
あ

る
，

自
分

か
ら

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

よ
う

と
す

る
方

で
，

一
緒

に
で

き
て

い
る

，
や

り
遂

げ
ら

れ
て

い
る

。
こ

れ
ま

で
と

同
じ

よ
う

な
思

い
は

し
て

欲
し

く
な

い
，

自
分

を
傷

つ
け

て
な

い
で

欲
し

い
。

PT
自

身
が

自
分

を
認

め
る

（
自

己
肯

定
）

こ
と

を
言

っ
て

く
れ

て
い

る
。
嬉
し
い

（
PT

が
自

分
を

認
め

て
く

れ
る

。）
嬉
し
い

自
分

は
【

本
当

は
で

き
て

い
な

い
】

今
回

は
患

者
が

よ
く

て
そ

の
人

だ
け

の
学

び
な

の
か

な
？

簡
単

な
患

者
な

の
か

な
　

不
安

み
ん

な
と

一
緒

に
や

っ
て

い
き

た
い

，
み

ん
な

の
PT

も
自

分
だ

っ
た

ら
と

考
て

ど
う

す
る

か
ま

で
を

考
え

て
い

き
た

い
。

一
緒

に
悩

ん
で

み
ん

な
で

考
え

る
の

っ
て

イ
イ

よ
ね
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怖くなり言えない」これまでがあった。そして
その学生の「人の悪口をいう」という自己決定
は，「今までできなかったことをしてみる」と
いうある意味での挑戦であるとメンバーは理解
し「いいよね，ブラックになる，ブラックになっ
てもかわいいかも」といったメンバーからの言
葉はA-1の自己決定を支援する言葉となった
と考える。SAT技法ではメンバー間で相手の
気持ちへの置き換えを活用した連想を活発化さ
せる 9）。そこでA-1に引き続き以降の学生も，
心理的な連動がおこり決意や意欲を得るといっ
た変化が得られたと考える。
２）グループB（表2）では「①実習の自分自
身の課題について」「②感情の連想法」 でB-1
が ｢ほっとしている｣ ｢嬉しい｣「期待と不安」

といった感情を表出したことにより，連動して
不安と共に期待を感じるものと，嬉しさのポジ
ティブな感情を持つものが半々であったと考え
る。そして ｢③自己イメージの連想｣ ではB-1
が ｢できていないわけではない｣ と達成目標か
ら見ると不足を感じている連想がなされた。そ
のことに続き，グループAと同様に現在の自己
が自身の望む方向に向け自己検討する連動が働
き，ネガティブな感情の表出なされたと考える。
そしてそれは，各々が実習に関する目標を持ち
未だ達成半ばであることの自覚がなされたこと
であると考える。その後B-1が自身の不足を具
体的に検討し，メンバーの共感の効果で決意や
意欲を得ることへとつながり，以降グループA
と同様に，心理的な連動がおこり決意や意欲を
得るといった変化が得られたと考える。

２．感想の分析
１）実習終了直後（表3）の感想の回収率は高く，
46コードを抽出するに至った。対照群をもた
ない本研究で効果の度合いについて論述するこ
とに限界はある。そして，エンカウンターを初
めとして，わが国のグループアプローチの研究
に造詣の深い野島は 10）グループアプローチに
特有な要因について①愛他性：自己中心傾向を

表3　カンファレンス後の感想
カテゴリ コード（数）

グ
ル
ー
プ
相
互
の
理
解
の
深
化

みんなのことを知ることができた（2）

皆に悩みがあることを知れた

考え方の違いに気付いた

メンバーの患者さんとの関わりが良くわかった

考え方に違いがあることが良くわかった（2）

自分と違ったところで悩んでいることがわかった

悩みが共有できた（2）

みんなの話しを聴いて共感した

違った視点で考え，自分だったらと考える機会となった

普段だったら聞いてはいけないのかな？と思うような深い話
しを聞けた（2）

16 普段のカンファレンスや話の中では言えないことが言えた（2）

連
想
の
効
果
に
よ
る

自
己
理
解
の
深
ま
り

自分の考えに気付くことができ驚いた

自分への気付きがあり知れた気がする

質問をしてもらうことで，自分のことを考えることが出来た（2）

自分が必要以上に気にしていたことに気付けた

聴いてもらうと気持ちが引き出されるのだとわかった（2）

自分の気付いていない気持ちに気付くことができた（2）

自分の話したことをくり返してもらうことで，自分の気持ちが
良くわかるのだと体験できた（2）

落ち着いて自分の声で自分の考えを深められた自分の意思を
再認識することができた

13
患者さんとの間でも，聞いたら悪いかな？と壁を作っている
のは私なのかも知れないと思った

擬
集
性
と
相
互
支
援
性
の

高
ま
り

大丈夫だといわれた気がした

どうにもならなくても楽になる

悩みは話したほうが良い

わかってもらえた気がして嬉しかった（2）

有意義な時間だと感じた（2）

自分だけじゃないんだと安心した気持ちになれた（2）

仲間を助けたいと思った

助け合っていきたい

実習をがんばろうと思った

13 皆で前向きになれた気がした

自
己

理
解

自己評価が出来た

自分の心配の原因がわかった

自分の意思を再認識することができた

4 自分の考えの整理になった

表4　カンファレンスから 6 ヶ月経過後の感想
カテゴリ コード（数）

チ
ー
ム
と
し
て
の
協
力

実習を通してカンファレンス等皆で協力しなければいけないと
きに皆で話し合った

協力して乗り越えていこうという気持ちは実習が終るまであった

わからないことはグループメンバーに相談するようになった

メンバーに頼ることは効果的であった

協力して乗り越えていこうと思えた（2）

連絡をこまめにとり連携が取れた

メンバーの問題を皆で調べて解決に向けて行動できた

性格等が見えてきて，グループ内の仲が特に深まることはな
かったと感じている

性格が合う合わないがあるので，仲がよいとかはなくても協
力できた

11 仲はそこまで良くなかったが，協力して乗り越えることはできた

相
互

理
解

カンファレンスの後でお互いの性格がわかった（3）

より仲が深まったと感じた

頼りすぎてしまうこともあった

6 お互いのことがわからないうちは不安であった

同
感や

共
感

実習に対して不安が皆にあることを知り，
皆も悩んでいることがあるのだと知ることができ安心した（2）

4 不安を共有することで，気持ちは軽くなることはあった
自
己

検
討１

カンファレンスの後自身の考えが再確認でき自身の課題を見
つめ直す機会となった
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抑えて，他者を暖かく慰め親切な助言をするこ
とで，他者を助けることができる喜びによって
安定感，生活意欲が高まる。②観察効果：他者
の言動を見聞きする中で，自分のことを振返っ
たり見習ったりする。③普遍化：他者と自分も
同じような悩みを持っているということを知
り，自分だけが特異でないことを自覚し，気が
楽になる。④現実吟味：対人関係の問題をグルー
プの中で再現し，その解決法を試行錯誤しつつ
学ぶことで自信をもち，適応能力が高まる。⑤
希望：他者の成長や変化を目の前にすることに
よって，将来に向けて希望が持てるようになる。
⑥対人関係学習：話したり聴いたりすることを
通して，自己表現能力や，感受性が高まる。⑦
相互作用：グループ担当者とメンバー，メンバー
同士でお互いに作用しあう。⑧グループ凝集性：
グループとしてのまとまりが相互の援助能力を
高める。といった8つの要因を挙げている。

これを本研究で抽出されたカテゴリと対照し
て検討すると〔グループ相互の理解の深化

（16）〕が最も多いのは他の要素と比較して効
果は高いと考え，③普遍化や⑦相互作用の要素
が考えられた。また⑧グループ凝集性は前カテ
ゴリにも〔凝集性と相互支援性の高まり（13）〕
にも通ずるものがあると考えた。そして①愛他
性，⑤希望はグループアプローチの特有な要因
として，カンファレンスの過程を通じてあり続
けたことにより，メンバー間の連動や共感の効
果で決意や意欲を得ることへとつながったと考
える。〔自己理解（4）〕は思いを言語化する過
程での気付きや効果があると考えられるが，カ
ンファレンスを通してこれまで，無自覚の自分
の思いや感情への気付きが深まる〔連想の効果
による自己理解の深まり（13）〕は，野島の言
う②観察効果⑥対人関係学習といった効果でも
あると同時に，SATグループ特有の連想の連
動9）による気付きによる効果であると考える。
２）カンファレンスから半年後の感想の分析（表4）
では4つのカテゴリを得た。学生にはカンファ
レンスの感想として依頼はしているものの，カ
ンファレンスから半年間の各論実習を当該メン
バーと共に経過し，半年間の様々な経験を経て

いることを考慮すると，この結果には当然他の
経験のバイアスが含まれていることとして考え
ている。そのうえで特出すべきは〔チームとし
ての協力（11）〕としたカテゴリ中の記載であ
る。性格的に合わない，仲がよいではなくとい
うデータと，協力しなければならない時に･話
し合いをする，協力して課題を乗り越えると「い
わゆる仲良しグループ」ではないチームで活動
をする学びへとつながる要素を得る可能性が示
唆された。

３．研究の限界と今後の課題に関する記載
本研究ではカンファレンスにSATを活用す

るにあたり，ファシリテーター教員の介入が必
要であった。今後教員のファシリテートなく，
SATを活用したカンファレンスができるよう
カンファレンスシート等の工夫をすることによ
り，学生が主体的に実習に取り組みへとつなが
る可能性も広がると考える。更なる検証を深め
たいと考える。

Ⅶ．結論
SATを活用したカンファレンスの教育介入

では，以下の点の示唆を得た。

１．現在の自己成長や変化を目指すことによる
プロセスを経て，メンバー間の連動や共感の効
果で決意や意欲を得る効果があることがわかっ
た。

２．一般的なグループアプローチに特有なグ
ループダイナミクスによる要因と共に，SAT
グループ特有の連想の連動 による気付きによ
る効果があることが示唆された。

３．チームで活動（協働）をすることの学びへ
つながる要素を得る可能性が示唆された。
　投稿者は，研究に関連する企業や営利を目的
とした組織または団体との利益相反（COI）は
無い。
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Abstract
【Purpose】This study investigates the process and subsequent impressions of the conference that 
utilized the Structured Association Technique （SAT） to verify the effects of the conference on students 
and obtain suggestions for developing effective conference methods.

【Methods】Two groups of students assigned at the beginning of each practical training session were 
investigated. The conference was recorded verbatim and the changes in individual students and their 
interrelation with the association were examined based on this. The impressions of the conference 
collected immediately after the completion of the practical training and half a year later were classified 
as text data and investigated. 

【Results】Regarding the process of the conference, negative impressions initially expressed in both 
groups A and B changed to impressions, such as determination and motivation. In the analyses of the 
impressions immediately after the completion, 47 codes and 4 categories were obtained, while in the 
analyses of the impressions half a year later, 22 codes and 4 categories were obtained.

【Conclusion】1. The interrelation and empathy obtained in the conference may affect the development 
of determination and motivation. 
2. Factors specific to group approach and awareness due to the interrelation with association specific 
to the SAT group may be effective.
3. Cooperative learning may be possible.  

Key words : practical training, conference, SAT technique, mutual understanding

Examination of conference method aiming at deepening mutual
understanding among training group members

― Investigating the case where the Structured Association Technique was introduced ―




